
環境有機化学研究室

担当教員：兼清 泰正
大学院生：１名
学部生：４名

11/23/2019環境有機化学研究室｜機械知能・生体工学コース｜機械電気系｜北見工業大学 1

研究室概要：

私たちの体や身の回りのもの（機械、電気製
品など）はすべて化学物質から出来ており、生
命活動を担い物質的に豊かな生活を支えていま
す。しかし、化学物質の中には有害性を示すも
のもあり、その濃度を測定したり除去したりす
る技術が欠かせません。
本研究室では、様々な化学物質に応答して形

が変化するゲルや、色変化を示す薄膜の開発に
取り組んでいます。将来的には、ゲルや薄膜を
電気回路や機械装置、スマホやAIなどと組み合
わせることにより、世界中の誰もが手軽に利用
できるセンサーや環境浄化剤を実用化したいと
考えています。
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 様々な分子刺激に応答したゲルの形状変化

0          30          60 min0         1          3          6 h

ホルムアルデヒド過酸化水素

形状変化により寿命がわかる環境浄化剤

指折り数える手形センサー

低 物質濃度 高

指の部分に異なる応答特性をもつ複合ゲルを配置
⇒物質の種類や濃度に応じてそれぞれの指が屈曲していく

電気回路のON-OFFによる物質検知装置

クエン酸

0         3             24 h

応答ゲル非応答ゲル 複合ゲル 刺激応答ゲル層が膨潤or収縮
⇒複合ゲルが湾曲
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ゲルの膨潤により回路形成
→ランプ点灯

ゲルの膨潤によりスイッチON
→ランプ点灯

シックハウス症候群：家具や建材から放出されるホルムアルデヒドが原因
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 様々な化学物質に応答した薄膜の色調変化

糖
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大丈夫

要注意

病院へ
使用後

糖センサーを
トイレに設置

 いつでも尿糖検査ができるトイレ

 疲労度がわかる鉢巻

0      10     30    100   300 mM

乳酸

疲労度の増大⇒汗中の乳酸濃度上昇

ハチマキの模様と色が変化
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機械知能・生体工学コースHPに戻る。

https://cmapspublic3.ihmc.us/rid=1V6YXL4G7-1FLGL73-1VMF/intelligent machines and biomechanics research laboratories.cmap

